
東京都と東京観光財団は、各地域の観光資源を活用した東京の魅力向上と旅行者誘致の取組を支
援しています。このたび、観光資源の発掘や磨き上げなどによる特産品の開発、イベント等の取組を募集し
ます。

令和８年４月２７日

産 業 労 働 局

（公財）東京観光財団

１.募集内容
地域に眠る観光資源の発掘や既存の観光資源の磨き上げの取組

（以下のプログラム事業を１つ以上含む）

○地域における特産品の企画・開発
○旅行者誘致イベントの企画・実施
○着地型旅行商品の企画・造成

（体験プログラムやツアー等）
など

２.支援対象

地域で主体となって観光まちづくりに取り組む協議会
○地域観光プロモーター（民間事業者）は、都内観光協会、または都内に所在する商工会・商工会

連合会・商工会議所等を１者以上含め、NPO法人・町会・自治会等の団体を加えて協議会を

設立してください（構成員は地域観光プロモーターを含めて３者以上とすること）。

○地域観光プロモーターは、東京観光財団と委託契約（※）を締結し、協議会の意向を反映しなが

  ら、地域資源活用の取組を実施します。

（※ ）委託契約の内容

・ 協議会の運営                                     ・ 対象となるプログラム事業の企画・実施

・ 広報・PRの実施   ・ 効果測定の実施

・ 成果検証報告会の実施 ・ アドバイザーの活用 等

地域観光
プロモーター３

者
以
上

東京観光財団

協議会

委託契約締結

体験プログラムの造成 地場産物を活用した
特産品開発

観光資源の発掘や磨き上げの取組を支援します！

地域資源発掘型プログラム事業



８.契約締結までの流れ

公募期間
企画提案書・
見積書提出

企画審査会
（プレゼン）

審査結果通知・
契約締結・
事業開始

令和８年

４月27日～６月19日 正午 ７月7日正午（必着） ７月17日
７月30日

結果通知(予定)

５.応募要件
本事業への応募は、地域観光プロモーター（民間事業者）が行います。

  詳細は、東京観光財団ホームページ「契約情報」（整理番号：４）を

ご覧ください。

   URL： https://www.tcvb.or.jp/jp/agreement/2026/

６.公募・希望申出受付期間

令和８年４月２７日（月）～ ６月１９日（金）正午

３.事業提案上限額

■600万円 （一定の条件を満たす場合 最大800万円）

 ■都内複数区市町村や他道府県との連携による取組には1,000万円

７.契約期間

令和８年８月３日（月） ～ 令和９年７月３０日（金）

・本件は、「2050東京戦略」を推進する取組です。

・戦略１４ 観光「観光の更なる発展」
▲2050東京戦略

【問い合わせ先】

＜事業全般＞ ＜申込方法等＞

産業労働局観光部振興課 （公財）東京観光財団地域振興部

代表番号：03-5000-7319 代表番号：03-5579-2682

４.支援予定数
最大 15者

９.事業継続支援

本事業で採択された取組は、２・３年目も継続して支援（助成）します。

詳細は、以下の「地域資源発掘型プログラム事業継続支援助成金」のご案内をご覧ください。

 URL：https://www.tcvb.or.jp/jp/news/2026/0427_7548/index.html

https://www.tcvb.or.jp/jp/agreement/2026/
https://www.seisakukikaku.metro.tokyo.lg.jp/basic-plan/2050-tokyo/
https://www.seisakukikaku.metro.tokyo.lg.jp/basic-plan/2050-tokyo/
https://www.tcvb.or.jp/jp/news/2026/0427_7548/index.html


企 画 実 績

浅草のまちに愛される花柳界の魅力を世界へ発信

する取組として、富裕層インバウンドをターゲットとし、

格式ある伝統の芸を五感で体感できる

「Daytime Geisha『お座敷』」プログラムを

造成

TOKYO2020大会のホストタウンとして文化交流

が続いているアイスランドとの関係を地域資源として

アイスランドにちなんだメニューを開発し、

TOKYO2020レガシーを活用した多摩市アイス

ランド風まちバルイベントを企画・実施

船でしかアクセスできない秘湯中の秘湯「御釜湾海

中温泉」を始めとする、式根島の温泉の魅力を掘り

起こす体験プログラムの開発を行い、式根島独自

の｢海中温泉」を新たな観光資源に磨き上げる

コンテンツ整備を実施

小金井市発のトレーディングカードを利用しながら、

多様な世代に向けた収穫体験イベントを開催し、

持続可能な仕組みを作る「やさいじん」を活用した

小金井市農業体験プロジェクト（統一的なPRと

持続可能な収益モデルの構築）を実施

参 考
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